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ガバナー会議①　ガバナー・元・次期ガバナー懇談会

米山奨学・学友セミナー
全国青少年交換委員長・危機管理委員長 合同会議

Ｇ公式訪問（米沢中央）
青少年交換委員会①

Ｇ公式訪問（寒河江さくらんぼ）
Ｇ公式訪問（村山ローズ）
（海の日）
（スポーツの日）

ローターアクト会長幹事会①
Ｇ公式訪問（天童西）
Ｇ公式訪問（長井）
Ｇ公式訪問（山形）
インターアクト連絡協議会①

植
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書
）

ガバナー月信

7月の地区スケジュール

会員増強月間（2800地区独自）

国際ロータリー第2800地区　地区事務局
〒994-0027　山形県天童市桜町2-20
TEL 023-687-0208　FAX 023-687-0209　E-mail：office@rid2800.org
http://www.rid2800.jp/

・ガバナーエレクト地区資金予算
・送金カレンダー
・公式訪問日程表
・公式訪問について
・コーディネーターニュース
・スケジュール
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会長イニシアチブ
平等とは、平和で豊か、かつ持続可能な世界を築
くために必要となる基本的人権です。しかし、世
界を見ると、女児と成人女性は保健や教育などの
分野で不平等に直面しており、男性よりも高い確
率で暴力と貧困を経験しています。ロータリーは、
女児の健康、教育、福祉、経済的安定の向上に焦
点を当てたプロジェクトを優先するよう、クラブ
と地区に奨励しています。生活改善のためのリ
ソースを利用できるよう支援することで、女児を
守り、その地位向上を図り、公平さを高めるプロ
ジェクトに地域社会の人びとが参加できるよう、
クラブ主導の取り組みや、地区補助金とグローバ
ル補助金を活用した取り組みを行いましょう。

ロータリー奉仕デーを実施しましょう：ロータ
リー会員が地元の人びとと一緒に地域社会の改善
に取り組むことのできる参加型の奉仕活動をぜひ
ご計画ください。

会長主催会議に出席しましょう。2021-22 年度
に開催される一連の会長主催会議では、ロータ
リークラブや地区が地元や海外で実施している人
道的活動にスポットを当てます。

・2021 年 10 月 4～ 5日：慶州（韓国）
・2021 年 11 月 5～ 7日：ベネチア（イタリア）
・2021 年 11 月 26 ～ 27 日：マニラ（フィリピン）
・2022 年 2月 4～ 6日：ハイデラバード（インド）
・2022 年 2月 12 ～ 13 日：
� フォズ・ド・イグアス（ブラジル）
・2022 年 3月 4～ 5日：マプト（モザンビーク）
・2022 年 6月 3～ 4日：ヒューストン（米国）

プロフィール
会計士であり、自身が設立した不動産開発会社
「Skyline�Group」の会長。カナダを本拠とする
「Operation�Eyesight�Universal�（India）」のディ
レクター。
災害救援に熱心に携わり、シェルターボックス（英
国）の管理委員も務める。2004 年のインド洋大
津波の際には、被災した家族のために 500 戸近
い家屋の建築を支援。
南アジアで 1,500 件以上の心臓外科手術を提供
したプログラムを立ち上げる。インド全土での識
字率向上をはかる「TEACHプログラム」の創設
にもかかわり、このプログラムを通じて何千もの
学校に支援を提供。
1984 年にロータリークラブ入会。RI 理事、各種
委員会の委員と委員長、ゾーンコーディネーター、
研修リーダー、ロータリー財団専門家グループメ
ンバー、地区ガバナーを歴任。ロータリー財団（イ
ンド）の理事長も務める。
超我の奉仕賞、ロータリー財団功労表彰状と特別
功労賞を受賞。
ラシ夫人と共にメジャードナー、遺贈友の会会員
としてロータリー財団を支援。

RI 会長テーマ・会長イニシアチブ・プロフィール

国際ロータリー 2021-2022 年度テーマ

奉仕しよう
�みんなの人生を豊かにするために
（SERVE�TO�CHANGE�LIVES）

シェカール・メータ
2021-2022 年度 国際ロータリー会長
Calcutta-Mahanagar ロータリークラブ〈インド（西ベンガル州）〉
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ロータリー賞（ロータリークラブ）
ロータリー賞の受賞資格を満たすには、年度開始時から終了時までクラブが正規に RI に加盟していることが条件となり
ます。ロータリー賞の受賞資格にある「正規に RI に加盟している」とは、RI からのクラブ請求書の金額を遅延なく（国
際ロータリーから 60日未納の催促通知が発行されることなく）全額支払ったクラブを意味します。クラブがRI 請求額を
遅延なく支払っているかどうかは、My�ROTARYの「クラブの運営」＞「クラブの財務」の下にあるクラブの未納金残高（毎
日更新）レポートでご確認ください（このレポートで未納金残高が０ドルとなっていること 。RI�からの請求額は、１月
中旬または７月中旬に請求書が閲覧可能となり次第、すぐにお支払いください。
ロータリークラブのリーダーは、ロータリー賞の達成を目指すにあたり、ロータリークラブ・セントラルから 25の目標
のうち少なくとも 13の目標を選ぶことができるようになります。このような柔軟性が適用されたことにより、クラブに
とって最も重要で達成可能と思われる目標を選ぶことが可能となります。さらに、目標の多くはロータリークラブ・セン
トラル内で「達成」に印をつける自己報告方式となります。
ロータリー賞を達成するには以下を行う必要があります：

◉ロータリークラブ・セントラルを開く　⇒　◉ 25 の目標に目を通す　⇒　◉その中から13の目標（または全目標の
51％以上）を選ぶ　⇒　◉選んだ目標を達成する　⇒　◉ロータリークラブ・セントラルで達成を報告する

ロータリークラブ・セントラルを開いたら、「目標設定・確認センター」をクリックし、年度を選び、「すべて」をクリッ
クしてください。

ロータリー奉仕デー・ロータリー賞

ロータリー奉仕デー
朋友の皆さま
私たちは、「超我の奉仕」を活動の土台として、ロータリアンとローターアクター
に参加型ボランティアの体験を提供しながら、将来に会員となれる人たちをロータ
リーへと導くことのできるユニークな立場にあります。
私は、2021-22 年度に少なくとも１回、実践的かつ行動志向のロータリー奉仕デー
のイベントを計画・開催していただくよう、すべてのクラブにお願いしたいと思います。このイベントは、
ロータリー重点分野の一つ以上に該当する地域社会の課題に、ロータリー内外のボランティアが一緒に取
り組めるものとする必要があります。
このイベントは、職業やロータリーとの関係にかかわりなく、地域の家族や協力団体とともに有意義な奉
仕に取り組む機会となります。皆さんの意義ある活動を、地域社会の人びとに広く知ってもらいましょう。
皆さまと一丸となって、世界でより多くのよいことができることを願っております。
 2021-22 年度　　　　　　　　　　　　　　
 国際ロータリー会長　シェカール・メータ　

目　　標 目 標 の 詳 細
会員増強 ロータリー年度末までに達成したいクラブ会員総数
奉仕活動への参加 本ロータリー年度にクラブの奉仕活動に参加する会員の数
新会員の推薦 本ロータリー年度に新会員を推薦する現会員の数
ロータリー行動グループへの参加 本ロータリー年度に少なくとも 1つのロータリー行動グループのメンバーとなっている会員の数
リーダーシップ育成への参加 本ロータリー年度にリーダーシップ養成プログラム／活動に参加する会員の数
地区大会への出席 地区大会に出席する会員の数
ロータリー親睦活動グループへの参加 本ロータリー年度にロータリー親睦活動グループのメンバーとなっている会員の数
地区研修への参加 地区で行われる研修／セミナー／協議会などに出席するクラブ委員会委員長の数
年次基金への寄付 本ロータリー年度のクラブと会員によるロータリー財団年次基金への寄付総額
ポリオプラス基金への寄付 本ロータリー年度のクラブと会員によるロータリー財団ポリオプラス基金への寄付総額
大口寄付 本ロータリー年度に寄せられる一括 10,000 ドル以上の寄付の件数
遺贈友の会会員 遺産計画を通じてロータリー財団に 10,000 ドル以上の寄付を誓約することを、初めて本ロータリー年度

にロータリー財団に通知する個人・夫婦の数
ベネファクター 遺言またはそのほかの遺産計画に財団恒久基金を指定して寄付することをロータリー財団に通知または恒

久基金に 1,000 ドル以上を寄付して、新たにベネファクターとなる個人・夫婦の数
奉仕プロジェクト 本ロータリー年度にクラブが実施する奉仕プロジェクトの数
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ロータリー賞（ローターアクトクラブ）
ロータリー賞（ローターアクトクラブ）は、より大きなインパクトをもたらし、参加者の基盤を広げ、より積極的なかか
わりを促し、適応力を高める活動を行うことで、ロータリーの行動計画を支えたクラブを表彰するものです。
以下の 22 の目標のうち、少なくとも 12 の目標を選択してください。クラブにとって重要で、達成可能であると思われ
る目標を選ぶことができます。クラブは全ロータリー年度をかけて、これらの目標を達成し、ロータリー賞の受賞を目指
すことができます。
目標を設定し、達成への進展を記録する際にこの PDF をご利用ください。また、推薦フォームを記入する際にも参考と
してください。ロータリー賞の受賞に必要な要件は以下の通りです：

◉ 22の目標の詳細に目を通す　⇒　◉少なくとも 12の目標を選ぶ　⇒　◉達成したい目標を選び、「目標の設定の欄
に印をつける。　⇒　◉クラブが目標を達成したら、「達成」の欄に印をつける　⇒　◉年度を通じてこのワークシー
トを参照し、クラブによる目標達成の進展を記録する　⇒　◉スポンサークラブまたはローターアクトクラブ会長が、
8月 15 日までにオンラインの推薦フォームを提出する。フォームの記入にあたっては、このワークシートを参照する。

ロータリー賞を受賞するには、ローターアクトクラブは国際ロータリーから認定され、6月 30 日までに地区ガバナーか
ら承認されている必要があります。

目　　標 目 標 の 詳 細
ローターアクトクラブ 本ロータリー年度にクラブがスポンサーする新ローターアクトクラブと既存ローターアクトクラブの数
インターアクトクラブ 本ロータリー年度にクラブがスポンサーする新インターアクトクラブと既存インターアクトクラブの数
来訪する青少年交換学生 本ロータリー年度にクラブが受け入れる青少年交換学生の数
派遣する青少年交換学生 本ロータリー年度にクラブが派遣する青少年交換学生の数
RYLA参加者 本ロータリー年度にクラブが支援するRYLA（ロータリー青少年指導者養成プログラム）参加者の数
クラブ戦略計画 クラブにはクラブ独自の戦略計画（長期計画）があるか
インターネット上の存在感 インターネット上にあるクラブの情報は現在の活動を正確に反映しているか
親睦のための活動 本ロータリー年度、例会以外に親睦を目的としてクラブが実施した活動の回数
ウェブサイトとソーシャルメディアの更新 本ロータリー年度中、クラブのウェブサイトとソーシャルメディアアカウントを月に何回更新するか
クラブのプロジェクトのメディア掲載 本ロータリー年度にクラブのプロジェクトを取り上げるメディア記事の数
ロータリー作成の公式推進用資料の使用 本ロータリー年度に地域社会でロータリーを紹介するために、国際ロータリーから提供される広告と公共奉仕

資料（ブランドリソースセンターから入手可能な放送用ビデオ、印刷広告、その他の公式資料）使用した回数

ロータリー賞のカテゴリー 目 標 の 詳 細 目標の設定 達　成
クラブの会員数 ロータリー年度末までにクラブ会員を＿名とする。
奉仕への参加 本ロータリー年度に、＿名の会員がクラブの奉仕活動に参加する。
ロータリー行動グループへの参加 本ロータリー年度に少なくとも 1つのロータリー行動グループのメンバーとな

る会員数を＿名とする。
リーダーシップ育成への参加 会員のスキルを伸ばすため、＿回のリーダーシップ育成または職業能力開発プログラムを実施する。
地区大会への参加 地区大会に＿名の会員が出席する。
ロータリー親睦活動グループへの参加 本ロータリー年度にロータリー親睦活動グループのメンバーとなる会員数を＿名とする。
地区研修への参加 ＿名のクラブ会員が地区の研修行事に出席する。
ラーニングセンターの利用 ＿名のクラブ会員がラーニングセンターにアクセスし、それらの会員が＿のコースを完了する。
年次基金への寄付 ロータリー年次基金にクラブから寄付を行う。また、これらの寄付がローター

アクトの寄付の達成証を得る要件を満たしているか確認する。
ポリオプラス基金のための活動 本ロータリー年度中、ロータリーのポリオ根絶活動のための募金または認識向

上のために、＿件の活動を行う。
奉仕プロジェクト スポンサークラブと協力し、6つの重点分野のいずれかにおいて、意義ある地

域社会または国際奉仕プロジェクトを実施する。
ローターアクトクラブの数 本ロータリー年度に＿つのローターアクトクラブをスポンサーする。
インターアクトクラブ 本ロータリー年度に＿つのインターアクトクラブを共同スポンサーする。
RYLAへの参加 ＿名のクラブ会員がロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）の計画

に関わる、またはRYLAに参加する。
若いリーダーのためのプログラム ロータリープログラム（RYLA、新世代交換など）を会員に紹介するための会合を開く。
戦略計画 クラブには最新の戦略計画がある。
オンラインでの存在感 クラブのオンラインページは、現在の活動状況を正確に伝えている。
ウェブサイトとソーシャルメディアの更新 本ロータリー年度、クラブのウェブサイトまたはソーシャルメディアのページを月＿回更新する。
交流活動 本ロータリー年度、通常の例会以外に＿回の交流行事を開く。
クラブのプロジェクトに関する
ソーシャルメディアの利用

世界ローターアクト週間に行ったイベントや活動について、ソーシャルメディ
アで紹介する。

ロータリーの公式推進資料の利用 本ロータリー年度、地域社会でローターアクトを推進するため、ブランドリソー
スセンターにある国際ロータリー作成のメッセージや公共奉仕関連の資料（動
画、印刷広告、そのほかの資料）を利用する。

クラブの推進 卓越したローターアクトプロジェクト賞にクラブの優れたプロジェクトを応募する。

ロータリー賞
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ロータリー賞（インターアクトクラブ）
ロータリー賞（インターアクトクラブ）は、より大きなインパクトをもたらし、参加者の基盤を広げ、より積極的なかか
わりを促し、適応力を高める活動を行うことで、ロータリーの行動計画を支えたクラブを表彰するものです。
以下の 20 の目標のうち、少なくとも 11 の目標を選択してください。クラブにとって重要で、達成可能であると思われ
る目標を選ぶこと
ができます。クラブは全ロータリー年度をかけて、これらの目標を達成し、ロータリー賞の受賞を目指すことができます。
目標を設定し、達成への進展を記録する際にこのPDFをご利用ください。スポンサークラブの役員とクラブのアドバイザー
がオンラインの推薦フォームを用いてクラブの達成を報告する際にも、この PDF を参照できます。ロータリー賞の受賞
に必要な要件は以下の通りです：

◉ 20の目標の詳細に目を通す　⇒　◉クラブのアドバイザーからの指導を受け、11の目標を選ぶ　⇒　◉達成したい
目標を選び、「目標の設定の欄に印をつける。　⇒　◉クラブが目標を達成したら、「達成」の欄に印をつける　⇒　
◉スポンサークラブの役員とクラブのアドバイザーが年度を通じてこのワークシートを参照し、クラブによる目標達成
の進展を記録する　⇒　◉スポンサークラブの役員またはインターアクトクラブのアドバイザーと協力し、8月 15 日
までにオンラインの推薦フォームを提出する。書式の記入にあたっては、このワークシートを参照する。

ロータリー賞を受賞するには、インターアクトクラブは国際ロータリーから認定され、6月 30 日までに地区ガバナーか
ら承認されている必要があります。また、成人のアドバイザーが、6月30日までにアドバイザーの氏名と連絡先情報をロー
タリーに提出している必要があります。

ロータリー賞のカテゴリー 目 標 の 詳 細 目標の設定 達成

クラブの会員数 ロータリー年度末までにクラブ会員を＿名とする。

奉仕への参加 本ロータリー年度に、＿名の会員がクラブの奉仕活動に参加する。

ロータリー行動グループとの関わり 本ロータリー年度中、クラブ会員はロータリー行動グループについてより詳し
く学び、奉仕プロジェクトのためのインスピレーションを得る機会を持つ。

リーダーシップ育成への参加 会員のスキルを伸ばすため、＿回のリーダーシップ育成プログラムを実施する。

地区大会への参加 地区大会に＿名の会員が出席する。

ロータリー親睦活動との関わり 本ロータリー年度、クラブ会員はロータリー親睦活動を通じた機会についてよ
り多くを学ぶ。

地区研修への参加 クラブ会員が地区の研修行事に出席する。

ラーニングセンターの利用 2020‐21 ロータリー年度に、クラブのアドバイザーまたは 1名の会員が、ロー
タリーのラーニングセンターで奉仕について学ぶオンラインコースを修了する。

年次基金への寄付 本ロータリー年度中、ロータリーの年次基金への募金方法や認識向上のための
方法を考え、実行する。

ポリオプラス基金への寄付 本ロータリー年度中、ロータリーのポリオ根絶活動のための募金または認識向上
のために、＿件の活動を行う。

奉仕プロジェクト スポンサーロータリークラブまたはアドバイザーと協力し、6つの重点分野の
いずれかにおいて、意義ある社会奉仕プロジェクトまたは国際奉仕プロジェク
トを実施する。

RYLAへの参加 ＿名のクラブ会員がロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）に参加
する。

若いリーダーのためのプログラム 若いリーダーのためのロータリープログラム（RYLA、ロータリー青少年交換
など）を会員に紹介するための会合を開く。

学友の参加 スポンサーローターリークラブと協力して、卒業するインターアクターにロー
ターアクトクラブ（大学基盤または地域社会基盤のどちらか）を紹介する。

戦略計画 クラブには最新の戦略計画がある。

ウェブサイトとソーシャルメディ
アの更新

本ロータリー年度、クラブのウェブサイトまたはソーシャルメディアのページ
を月＿回更新する。

クラブのプロジェクトに関する
ソーシャルメディアの利用

世界インターアクト週間に行った活動について、ソーシャルメディアで紹介す
る。

ブランドリソースセンターの利用 ロータリーのブランドを正しく反映したロゴや資料の作成において、ブランドリ
ソースセンターを利用する。

ロータリーの公式推進資料の利用 本ロータリー年度、地域社会でインターアクトを推進するため、ブランドリソー
スセンターにある国際ロータリー作成のメッセージや公共奉仕関連の資料（動
画、印刷広告、そのほかの資料）を利用する。

クラブの推進 毎年のインターアクト賞に参加する。

ロータリー賞
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【学歴】
1966 年 3月	山形県立山形南高等学校　卒業

【職歴】
1969 年	 家業（クリーニング）に就く
1976年	 ㈲矢口・ブライダル鶴亀創業（現ソルテール）
1988 年	 株式会社鶴亀設立　代表取締役　就任
1990年	 有限会社矢口　代表取締役社長　就任
2015年 9月	有限会社矢口　代表取締役会長　就任

【その他】
1984 年	 	 東根青年会議所理事長
2006年～ 2015 年	 東根商工会　会長
2009年～ 2015 年	 山形県商工会連合会副会長

2015年	 商工功労山形県知事表彰
2016年	 東根市自治功労表彰
2018年～	 東根市振興審議会会長

【ロータリー歴】
1989 年 7月	 	 東根ロータリークラブ入会
1995年～ 1996 年	 東根ロータリークラブ幹事
2005年～ 2006 年	 東根ロータリークラブ会長
2016年～ 2019 年	 地区米山奨学・学友委員会　委員
2018 年～	 	 米山奨学生カウンセラー
2019年～ 2020 年	 第 3ブロックガバナー補佐
マルチプル・ポールハリス・フェロー
米山功労者マルチプル

ガバナーメッセージ・プロフィール

　コロナワクチン 1回目が終わり、7月 10 日が
第 2回目の予定です。大久保年度の３月以降齋
藤年度の６月になっても終息せず、まだしばらく
続きそうです。一日も早くロータリーメンバー全
員で終息祝いの盃を挙げられることを心から願い
ながら、「現況直視、目線を上に時代対応」の心
で新年度をスタートさせていただきます。
　今回のパンデミックで、我が国のすべての面で
の非力さ、もろさを感じさせられました。
　インドのシェカール・メータ RI 会長は、今年
度の RI テーマを『奉仕しよう　みんなの人生を
豊かにするために』と掲げられ会員の一層の奉仕
活動の実行をもとめております。会員増強・クラ
ブ奉仕デー・女子のエンパワメントと 3つの重
点項目も示されました。
　第 2800 地区も「中核的価値観の下、時流対応
の時」奉仕の心の醸成と実践するロータリアンを
基本理念に RI 事業との整合性を考えながら各ク

ラブの活動支援に努めたいと思っております。各
クラブの自主性と活動がロータリークラブの原点
であることをお互い認め合う地区運営に心掛けて
参ります。
　私には 4人の孫がおります、すぐ近くに居を
構えております関係で、良くも悪くも気になりま
す。「今だけ・金だけ・自分だけ」というキャッ
チコピーがテレビから聞こえてくると子供たちの
将来に不安を感じざるを得ません、日本人の高潔
性はどこにいったんだろう。今取り戻さなければ
…自律性・リーダーシップ　ロータリーは 20 年
後、30 年後の日本を背負う有為な青年の教育に
お役に立てないだろうか。ローターアクトの活動
形態が変わろうとしておりますこんな時だから、
チャンスととらえ拡大にチャレンジ。
　グループに最低 1クラブ出来ないかなー…昨
夜の夢でした。正夢でありますよーに� 合掌

ガバナープロフィール
生年月日：1948年（昭和 23年）1月 22日
住　　所：〒999-3702　東根市温泉町2丁目 9-18
電　　話：0237-43-5013 ／ 090-2950-7101

矢口 信哉（やぐち のぶや）
有限会社　矢口・ソルテール　代表取締役会長
所属クラブ：東根ロータリークラブ

ワクワクしながら
スタートです

矢口 信哉（やぐち のぶや）

2021-2022 年度 国際ロータリー第 2800 地区ガバナー
東根ロータリークラブ
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ロータリーの目的達成のため、2019 ～ 2020 年
度地区のテーマは「ロータリーの木の苗木を植え
ましょう」、2020 ～ 2021 年度テーマは「４つの
テストを実践しロータリーの価値を高めよう」で
す。苗木を大地に植え、水をやりしっかりと根を
張らせるロータリー活動を進めてまいりました。
116 年間のロータリー運動の変遷は「より良い世
界を目指して」の時代対応と真理追及の連続で
あったろうと認識しております。2010 年 RI 理
事会は中核的価値観を決定致しました。2019 ～
2024 年の５か年行動計画も発表されました。そ
れらの内容をしっかり研修しクラブ運営に反映さ
せることが必要な時期かと思います。

2021 ～ 2022 年度 2800 地区テーマは「中核的
価値観のもと、時流対応の時」サブテーマ「奉仕
の心の醸成と実践するロータリアン」と掲げさせ
ていただき継続性をもって地区運営に当たりたい
と思います。

一瞬にして全世界を震撼させた新型コロナウィル
スは地球の隅々まで感染を広げ、未曽有の死者を
数え、深刻な経済的影響は今後いつまでもたらさ
れるのか誰にも予測できません。いずれ終息を迎
えるであろう時、ロータリーは、ロータリアンはど
のような対応、活動してきたか、検証する事が必
要かと思います。そして今こそ私たちの住むそれぞ
れの地域を元気にするプロジェクトをクラブ毎立上
げられたら、素晴らしい地域貢献かと私は思います。

2021−2022 年度シェカールRI 会長は「奉仕しよ
う　みんなの人生を豊かにするために」SERVE 
TO CHANGE LIVESと力強いメッセージを発
せられました。
ロータリーを定義付ける価値観すなわち中核的価
値観（奉仕・親睦・多様性・高潔性・リーダーシップ）
の会員同士の認識の共有。忘れられつつある高潔
性・いまこそ多様性、特に今回の国際協議会では

ガバナー方針

参加者の基盤を広げるために多様性に焦点が当て
られました。（定年された人だけ・趣味の集まり・
若い人だけ・元ロータリアンだけ）の衛星クラブ
の立ち上げです、奉仕が好きな人 8名で結成で
きますチャレンジしましょう。

多様性…自分の価値観にとらわれない、広い心で
わかりあう努力、クラブ運営にも多様で
柔軟な挑戦が求められています。特に女
子のエンパワメントに力を注ぐ様、女性
リーダーの支援の時と申されました。
異文化や他民族への理解を深めることも
大変需要な時代と感じました。

地区の米山委員会に 3年間お世話になりました、
異文化交流の重要性、親睦を通じての国民性、文
化の違いを学び理解を深められた貴重な体験でし
た。世界平和の第一歩はお互いに知り合うことか
ら始まり異文化を理解すること、真の友好は宗教
の壁、イデオロギーの壁、国境、人種の壁をも乗
り越えられることを実感させられた米山委員会で
した。ロータリーの理解を深めるために、是非地
区委員にエントリーしてください。ロータリーを
もっともっと好きにさせてくれます。

ロータリー財団の重点分野に「環境問題」が追
加されます。（以下、服部英二著「未来を創る地
球倫理」より）「地球上の人口 1800 年 10 億人、
1900 年 17 億人、なんと 2000 年 60 億人以上　
500 万年の人類の歴史、その２万分の１の時間帯
に人口爆発が起きました。資源の無限性を信じた
人類は物質文明、力の文明、所有の文明を謳歌し
今日の環境問題をもたらしました。我々が知るべ
きは、地球の砂漠化は人間の心の砂漠化から招来
した、ということです。」大雨・突風・猛暑など
環境問題に起因する現象が世界中でひっきりなし
に起きています。以前アル・ゴア（元アメリカ副
大統領）は「環境問題はつまるところモラルの問
題である」環境問題の解決は早急に取り組まなけ
ればならない重要事項と申されました。
山形県も「ゼロカーボンやまがた 2050」を昨年
８月に宣言され、第 4次山形県環境計画に盛り
込むとのこと。県内 6つの自治体が「ゼロカー
ボンシティ」を表明されました。我々ロータリー
も真剣に取り組むべきと考えます。

基本理念

「中核的価値観のもと、
� 時流対応の時」
奉仕の心の醸成と
� 実践するロータリアン
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ロータリークラブへの入会価値は「親睦を通じて
の奉仕の心の醸成と実践」にあります。
会員の皆様にはリーダーシップをさらに磨き向上
させ、それぞれのポジションでロータリーの誇りを
胸にご活躍いただきますようご期待申し上げます。

私はロータリーに入会して 31 年になりました。
2800 地区が 2530 地区（福島）から分割される
2年前でした。新クラブ立ち上げのために特別代
表菅繁三（のちのパストガバナー）先生とクラブ
幹事、増強委員長にお誘いをいただき入会させて
いただきました。
「入りて学びて、出でて奉仕せよ」これだけはしっ
かり覚えなさいと先輩方に教えられたことを思い
出します。当時父（甲太郎）も会員でしたので親
子会員として20年間過しました。６年前亡くなっ
た父はロータリー会員であることに大きな誇りと
喜びを感じており、40 年皆出席の表彰を地区大
会でいただき翌年退会いたしました。ロータリー
のバッジ、米山のバッジ、ポールハリスフェロー
のバッジ、世界大会エンブレムバッジ、ネクタイ
等大切に保管してありました。「ロータリーは楽
しい、ロータリーは素晴らしい、大正生まれで自
分のことで精いっぱいで、奉仕のことなど考えた
事もなかったが、奉仕を学び多くの素晴らしい
方々と出会い人生が豊かになった。」　母も二次会
土産の寿司を楽しみに喜んで？送り出していたよ
うです。国際大会も５・６回参加させていただき
ました。私は今年のバーチャルだけ。
昨年息子も、「お前の親父がガバナーになるんだ
から入会しなければダメだ」と言われて入会いた
しました。私と交代でと拒み続けた息子も他人の
ことは素直にきくものですね。

　より良い地球のために…
� よりよい日本のために…
　よりよい地域のために…
� より良い人生のために…
　自分になにが出来るか、考えてみましょう…
� 限りある時間を大切に…
　自分らしく生きて（活きて）、
　有意義に過ごすことを…ロータリアンとして…

一日も早くアフターコロナの時期が参りますよう
念じながら　新しいロータリーの時（革新の時）

を皆様のお力をお借りして進めてまいります。
お力添えどうぞ宜しくお願い申し上げます。

時代対応の出来ないものは滅びます。
コロナ後のロータリーは必ず変革を余儀なくさ
れると思います。
ロータリアンの行動規範を基にいままで以上に
必要とされる団体で在るために「我々は大丈夫」
の信念で参りたいと思います。

S.「Each One，Bring One」
 一人が一人に声かけ会員拡大！！

１．中核的価値観・新しい戦略的優先項目と目標
（行動計画）の研修

　　変わるであろうロータリーの形や運営方式、変
えてはならないロータリーの奉仕哲学、４，５
年先のクラブを考える長期検討委員会の開催。

２．地区リーダー・クラブリーダーの育成（変化
する世界への迅速な対応）

　　会員基盤を広げてロータリーの楽しさを知る
ためのセミナーの開催と、各クラブより参加
いただきクラブリーダー候補のための研修会
の開催。

３．My�ROTARY の活用推進（ロータリーを楽
しむために）

　　当地区は登録率が低い地区です。各クラブに
登録目標を。

　　ロータリーの友（他より学べ）・ガバナー月
信（地区を知ろう）の通読奨励。

４．クラブ奉仕デーの開催
　　25％以上の会員以外の参加者で、財団 7分
野に関係ある事業、新しい環境問題の事業が
他地区ではみられる。

　　地域との繋がりを PR, ロータリーのイメー
ジ向上に…

５．ロータリー財団への理解・米山奨学会への一
層の理解と浸透を図る。

　　財団・に寄付したお金がどのように世界の困
難な状況の解決に役立っているかを認識する。

ガバナー方針

基本方針

現況直視、目線を上に時代対応
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ガバナー補佐へのお願い
ロータリー団体は世界中に数千とある奉仕団体の
中から透明性、健全性を審査基準に 12 年連続４
つ星を授与された世界に冠たる奉仕団体である。
ロータリーを知らなければ、ロータリーを愛せ
ません。会員であることに誇りを持とう。

１．RI 会長テーマと地区方針の伝達
・新年度前のクラブ訪問、年２～ 3回の訪問
・公式訪問前の担当クラブ毎の報告
２．会員増強への手助け
・魅力ある例会・バーチャル例会への手助け
・衛星クラブやインターアクト・ローターアク
トの設立支援

３．クラブの未来ビジョン策定会議の奨励実施
・未来ビジョンの策定と目標をクラブセントラ
ルに入力要請

・クラブセントラルよりロータリー賞へのチャレンジ
４．IMの企画と実施に向けての運営アドバイス
・ロータリーデーとの一緒の企画でもOK,ロー
タリアン以外の方々 25％以上を巻き込んで
ロータリーの財団重点分野も考慮して・・

５．行政を巻き込みRACと IACの拡大チャレンジ
６．地区委員長、地区委員との連携強化

地区委員会へのお願い
１．クラブ奉仕委員会
クラブの効果的な楽しい例会の運営を支援する
ことと、情報委員と連携、会員がクラブに奉仕
することもクラブ奉仕。
２．会員増強委員会
より多様な会員の勧誘で会員基盤の向上をはかる。
入会２～３年会員のロータリー定着セミナーの開催。
３．職業奉仕委員会
職業奉仕の理念の伝播で重要性を学習する。
４．青少年奉仕委員会
RI のローターアクトへの取り組みが変わりま
す。アクトの新設を目指しましょう。
青少年交換事業とインターアクト・ライラも一
歩進めましょう。
５．米山奨学・学友委員会
米山奨学会への理解と寄付の推進・及び学友会
への認識。

６．地域奉仕委員会
各クラブ毎に地区補助金活用のチェック・グ
ローバル補助金活用事業の推進。
社会奉仕小委員会、国際奉仕・ロータリー学友小委員
会、ロータリー財団委員会補助金・奉仕プロジェクト小
委員会との連携のもと、スムースな奉仕事業の達成。
７．ロータリー財団委員会
財団活動への理解・推進及び啓蒙、奉仕活動の
根幹です。補助金・奉仕プロジェクト小委員会、
社会奉仕小委員会と国際奉仕・ロータリー学友
小委員会との連携。

クラブ会長・幹事へのお願い
Ｓ．会員増強は地区とクラブのスペシャルターゲット

会長・幹事を先頭に全会員一名の推薦を目指
しての取り組みをお願いいたします。

「Each One，Bring One」一人が一人に声かけよう

１．クラブの健康度チェック　　出席率が大事
My�ROTARY・ラーニングセンター・ロータ
リークラブセントラルの活用

２．活気ある例会の工夫・より充実させるために
会長スピーチの重要性と外部講師
（PG・ガバナー補佐・地区委員・米山奨学生等）
の活用・オンライン例会・姉妹クラブや友好ク
ラブの締結についてのディスカッションなど。
バーチャル例会の開催（講師の多様化）で開
かれたRCの PRで増強につなげる。

３．ロータリー奉仕デーの企画　IMと一緒でもOK
地元ニーズの新しい奉仕プロジェクト。一般
の方々も巻き込んで・・
IAC・RAC未開設グループは新クラブ開設研
修を・・（企業・行政・各種団体・子弟）

４．環境問題に関するクラブフォーラム開催
財団の 6つの重点分野プラス環境問題
食糧・水・大気汚染・プラスチックごみ・ペー
パーレス他。

５．地区会議・セミナーへの参加協力
クラブリーダー養成の為にも入会 3年未満
の方を各種活動に参加依頼、真のロータリア
ンに育成する。

６．ロータリー賞・ガバナー賞へのチャレンジ
ロータリー賞はMy�ROTARYよりチャレンジ。
ガバナー賞は、10項目より 3項目以上達成。

ガバナー方針
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2021−2022年度�ガバナー賞
〇　ガバナー賞は以下 10 項目より、3項目以上
達成されたロータリークラブを表彰します
１）女性会員 3名以上増強
２）会員増強 10％以上
３）ロータリー財団寄付クラブ平均　150ドル以上
４）米山奨学会寄付クラブ平均　15,000 円以上
５）ロータリー財団補助金海外活用事業（地
区補助金・グローバル補助金ともに対象）

６）新規ローターアクトクラブスポンサー承認
７）新規インターアクトクラブスポンサー承認
８）新規姉妹クラブ締結
９）クラブ例会年間出席率 90％以上
10）衛星クラブの設立

〇　特に地域に貢献されたロータリークラブを表
彰します。
（ガバナー補佐の推薦により、審査の上決定）

〇　特にロータリー活動に貢献されたロータリア
ンを表彰します
（ガバナー補佐の推薦により、審査の上決定）

数値目標・ガバナー賞・ガバナーエレクト プロフィール

【学歴】
1968 年 3月	捜真女学校　卒業
1972年 3月	北里大学薬学部製薬学科　卒業

【職歴】
2001 年 3月	（医）孝歯会	佐藤歯科診療所	理事　就任
2008 年 7月	㈱バイタルネット　入社
2010年 6月	㈱バイタルネット　退職
2011年 9月	㈱コーア　入社

【ロータリー歴】
2000 年 12月	 鶴岡ロータリークラブ入会
2003年～ 2004 年	 財団年次寄付小委員会委員
2004年～ 2005 年	 鶴岡ロータリークラブ幹事

2005年～ 2007 年	 インターアクト小委員会委員長
2007 年～ 2008 年	 会員増強退会防止委員会
	 	 レディス小委員会委員長
2008年～ 2009 年	 会員増強会員維持委員会委員長
2010 年～ 2011 年	 鶴岡ロータリークラブ会長
2011年～ 2014 年	 新世代奉仕委員会委員長
2013年～ 2014 年	 青少年交換小委員会委員長
2014年～ 2015 年	 青少年奉仕委員会委員長
2020年～ 2021 年	 第 2グループガバナー補佐

ベネファクター
マルチプル・ポールハリス・フェロー
米山功労者マルチプル

【略　歴】

佐藤 孝子（さとう たかこ）　（医）考歯会 佐藤歯科診療所　理事

所属クラブ：鶴岡ロータリークラブ
生 年 月 日：1950 年（昭和 25 年）3 月 9 日
住 　 　 所：〒 997-0126　鶴岡市羽黒町野荒町字水上 30-2
電 　 　 話：0235-62-4587 ／ 090-3368-8569

数値目標
〇　会員増強・会員維持
全会員が協力し、会員増強を目指します。
　　純増：各クラブ 1 名以上

〇　ロータリー財団への貢献
ロータリー財団への寄付金は、クラブと地区
が財団補助金を活用して最大限かつ持続可能
な成果をもたらします。
　　年間：150 ドル／人

〇　米山奨学会への貢献
ロータリー米山記念奨学会は、外国人留学生
を支援する、民間最大の奨学団体です。
将来日本と世界とを結ぶ「懸け橋」となって
国際社会で活躍し、ロータリー活動のよき理
解者となる人材を育成します。
　　年間：15,000 円／人

ガバナーエレクト�プロフィール
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ガバナーノミニープロフィール・ガバナー補佐紹介

【学歴】
1983 年 3月	中央大学法学部卒業

【職歴】
1993 年 4月	伊藤三之法律事務所開設
2015年 4月	山形県情報公開・個人情報保護審査会会長（現職）

【ロータリー歴】
2014 年 7月	山形北ロータリークラブ幹事
2017年 7月	山形北ロータリークラブ会長
2020年 7月	地区ガバナー補佐
2021年 7月	地区職業奉仕委員会委員長

【略　歴】

伊藤 三之（いとう みつゆき）　伊藤三之法律事務所　所長

所属クラブ：山形北ロータリークラブ
生 年 月 日：1960 年（昭和 35 年）4 月 1 日
住 　 　 所：〒 990-0057　山形市宮町 5-12-21
電 　 　 話：023-633-7860 ／ 023-633-7650

ガバナーノミニー�プロフィール

ガバナー補佐紹介（2021-2022）

第３グループガバナー補佐 RC 入会：2012 年 5 月 1 日 職業分類：社会福祉法人

工
く

藤
どう

　俊
とし

夫
お 勤務先：社会福祉法人 敬天会 法人本部　事務局長

　　　　〒 999-4111　北村山郡大石田町大石田甲 574
　　　　TEL 0237-53-1516 ／ FAX 0237-35-2127
携帯電話：090-1064-3249

所属RC：尾花沢
昭和23年10月16日生まれ

第１グループガバナー補佐 RC 入会：2001 年 2 月 1 日 職業分類：管工事

青
あお

山
やま

　　武
たけし 勤務先：環清工業（株）　代表取締役

　　　　〒 998-0112　酒田市浜中字八間山 135-1
　　　　TEL 0234-92-3111 ／ FAX 0234-92-3115
携帯電話：090-4634-5120

所属RC：酒田スワン
昭和42年4月16日生まれ

第４グループガバナー補佐 RC 入会：1989 年 3 月 24 日 職業分類：印刷

小
こ

松
まつ

　健
けん

一
いち 勤務先：寒河江印刷（株）　代表取締役会長

　　　　〒 991-0061　寒河江市中央工業団地 58
　　　　TEL 0237-86-3361 ／ FAX 0237-86-1302
携帯電話：080-1833-8782

所属RC：寒河江さくらんぼ
昭和25年4月11日生まれ

第２グループガバナー補佐 RC 入会：1991 年 6 月 7 日 職業分類：新聞販売

今
こん

間
ま

　勝
かつ

見
み 勤務先：（有）今間新聞舗　代表取締役

　　　　〒 997-0047　鶴岡市大塚町 12-4
　　　　TEL 0235-25-2066 ／ FAX 0235-25-2064
携帯電話：090-7072-5179

所属RC：鶴岡西
昭和24年5月12日生まれ

第３グループガバナー補佐 RC 入会：1988 年 1 月 1 日 職業分類：化粧品（卸売）販売

武
たけ

山
やま

　茂
しげる 勤務先：ポーラ化粧品 山形北部 ブロック営業所　ブロック長（兼）所長

　　　　〒 994-0013　天童市老野森 2-13-1
　　　　TEL 023-654-1655 ／ FAX 023-654-1653
携帯電話：090-1062-1161

所属RC：天童東
昭和25年7月13日生まれ

第５グループガバナー補佐 RC 入会：1998 年 7 月 28 日 職業分類：呉服販売

布
ふ

施
せ

　富
とみ

將
まさ 勤務先：（有）布施弥七京染店　会長

　　　　〒 990-2495　山形市若葉町 4-6
　　　　TEL 023-622-6317 ／ FAX 023-622-6328
携帯電話：090-8920-8538

所属RC：山形南
昭和18年9月21日生まれ
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ガバナー補佐紹介・米山奨学生の紹介

第６グループガバナー補佐 RC 入会：1987 年 6 月 23 日 職業分類：住宅建設

古
ふる

畑
はた

　角
かく

次
じ 勤務先：（株）米住建設　代表取締役会長

　　　　〒 992-0022　米沢市花沢町 1-11-37
　　　　TEL 0238-21-2316 ／ FAX 0238-24-5058
携帯電話：090-4478-0006

所属RC：米沢中央
昭和24年10月27日生まれ

第６グループガバナー補佐 RC 入会：1996 年 6 月 9 日 職業分類：神教

近
こん

野
の

　永
ひさ

順
ゆき 勤務先：梨郷神社　代表役員

　　　　〒 992-0478　南陽市竹原 984
　　　　TEL 0238-45-2180 ／ FAX 0238-47-2730
携帯電話：090-3120-4564

所属RC：南陽
昭和27年10月10日生まれ

第５グループガバナー補佐 RC 入会：1991 年 1 月 14 日 職業分類：歯科医

結
ゆう

城
き

　和
かず

生
お 勤務先：医療法人 EP 会 結城歯科医院　理事・歯科医師

　　　　〒 990-2482　山形市久保田 3-7-28
　　　　TEL 023-645-3225 ／ FAX 023-645-3226
携帯電話：090-3646-5551

所属RC：山形西
昭和23年3月30日生まれ

米山奨学生の紹介（2021学年度）

新
規
奨
学
生

劉　冠廷
（リュウ�ガンテイ）
国籍：中国
世話クラブ
：米沢上杉 RC
カウンセラー
：本多　作之助

張　玥
（チョウ�ゲツ）
国籍：中国
世話クラブ
：山形南 RC
カウンセラー
：丹野　善将

邵　超
（ショウ�チョウ）
国籍：中国
世話クラブ
：米沢 RC
カウンセラー
：髙橋　章

陳　子軒
（チン�シケン）
国籍：台湾
世話クラブ
：大江 RC
カウンセラー
：伊藤　篤市

李　瑞娟
（イ�ソヨン）
国籍：韓国
世話クラブ
：山形南 RC
カウンセラー
：大久保　章宏

エルデネダライ , ウンダルマー

国籍：モンゴル
世話クラブ
：東根 RC
カウンセラー
：信田　信一

王　婷婷
（オウ�テイテイ）
国籍：中国
世話クラブ
：東根 RC
カウンセラー
：矢口　信哉

ナジル , エムディ シャジェド

国籍：バングラデシュ
世話クラブ
：米沢 RC
カウンセラー
：豊野　宏司

奇力木格
（チリムゲ）
国籍：中国
世話クラブ
：山形南 RC
カウンセラー
：中村　篤

秦　穎
（シン�エイ）
国籍：中国
世話クラブ
：山形北 RC
カウンセラー
：伊藤　三之

周　卓喬
（シュウ�タクキョウ）
国籍：中国
世話クラブ
：米沢おしょうしな RC
カウンセラー
：神原　祐哉

ハック, ファーヒン

国籍：バングラデシュ
世話クラブ
：米沢中央 RC
カウンセラー
：齋藤　榮助

方　欣同
（ホウ�キンドウ）
国籍：中国
世話クラブ
：山形 RC
カウンセラー
：伊藤　吉明

継
続
奨
学
生
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2021-2022年度　ロータリークラブ一覧
AG RC 会長氏名 幹事氏名 RC	TEL RC	FAX RC	E‐MAIL 例会

曜日
例会
時間 例会場所

第
１
グ
ル
ー
プ

青
山　
　

武

酒田 高橋　弘哉 阿部　敏和 0234‐26‐6044 0234‐26‐6044 sakatarc@bz04.plala.or.jp 水 12:30～13:30 ホテルリッチ＆ガーデン酒田
酒田東 工藤亜紀子 渡部　芳久 0234‐22‐7477 0234‐22‐7480 sakata‐e@mx22.tiki.ne.jp 木 12:00～13:00 ホテルリッチ＆ガーデン酒田

酒田中央 佐藤　昌則 青塚　義明 0234‐26‐3812 0234‐26‐3813 sktchuo@gray.plala.or.jp 金 12:15～13:15 第 1例会：アトラーム酒田
第2例会以降：レストラン巳之助

酒田スワン 星川　　州 佐藤　精一 0234‐23‐8139 0234‐23‐8139 swan08@rid2800.jp 火 12:30～13:30 若葉旅館
酒田湊 加藤　雄二 佐藤　　一 0234‐22‐8785 0234‐22‐8785 sakataminato‐rc@brown.plala.or.jp 月 12:30～13:30 酒田玉姫殿

第
２
グ
ル
ー
プ

今
間　

勝
見

鶴岡 榎本久靜子 富樫　松夫 0235‐28‐3375 0235‐28‐3376 tsuruoka08@rid2800.jp 火 12:30～13:30 東京第一ホテル鶴岡
鶴岡西 渡部　芳幸 池田　拓弥 0235‐28‐3375 0235‐28‐3376 tsuruoka‐w08@rid2800.jp 月 12:30～13:30 グランド　エル・サン
余目 後藤　竹也 佐藤　隆一 0234‐42‐2455 0234‐42‐3855 amarume@rid2800.jp 火 12:00～13:00 庄内町商工ふれあい会館
鶴岡東 大瀧　裕二 剱持　大輔 0235‐28‐3375 0235‐28‐3376 tsuruoka‐e08@rid2800.jp 水 12:30～13:30 グランド　エル・サン
鶴岡南 太田　正弘 菅原　　剛 0235‐28‐3375 0235‐28‐3376 tsuruoka‐s08@rid2800.jp 木 12:30～13:30 東京第一ホテル鶴岡

第
３
グ
ル
ー
プ

武
山　
　

茂

天童 奥山　圭子 山本　克朗 023‐654‐3511 023‐654‐7481 rc@tendocci.com 金 12:30～13:30 ほほえみの宿　滝の湯
東根 齊藤文四郎 藤田　　力 0237‐42‐1221 0237‐43‐5817 木 12:30～13:30 さくらんぼ東根温泉　青松館
天童東 相馬　勝博 小関　芳重 023‐654‐3511 023‐654‐7481 rc@tendocci.com 水 12:30～13:30 天童ホテル
天童西 髙橋　寛人 阿部栄一郎 023‐654‐3511 023‐654‐7481 rc@tendocci.com 月 12:30～13:30 ホテル王将
東根中央 高橋　和春 横尾　禎司 0237‐43‐4511 0237‐43‐0606 月 12:30～13:30 さくらんぼ東根温泉	たびやかた嵐の湯

工
藤　

俊
夫

村山 瀧田　　稔 荒木　秀昭 0237‐55‐7003 araki@kenhokusya.co.jp 火 12:30～13:30 万漁
新庄 長澤　　裕 海藤　　剛 0233‐22‐6855 0233‐22‐6857 nhiroko@sjcci.or.jp 木 12:00～13:00 つたや本店
尾花沢 星川　　篤 鈴木喜左夫 0237‐22‐1521 0237‐22‐9920 obanazawa.suzukiisao@gmail.com 木 12:30～13:30 レストラン徳良湖
最上 小川　信昭 吉澤さゆり 0233‐25‐8372 0233‐25‐8372 machipura.rc@gmail.com 火 12:30～13:30 荘内銀行もがみ町支店
尾花沢中央 岩崎　雄策 狩野　一康 0237‐53‐1231 0237‐53‐1232 s‐ymtukn@max.hi‐ho.ne.jp 水 12:30～13:30 割烹　みやこ
村山ローズ 梅津　雄一 鈴木　俊哉 0237‐53‐2902 0237‐53‐2902 水 12:30～13:30 BS ビル２Ｆ
新庄あじさい 阿部　　彰 菅　　信也 0233‐22‐6855 0233‐22‐6857 akiaki@sjcci.or.jp 水 12:30～13:30 ニューグランドホテル

第
４
グ
ル
ー
プ

小
松　

健
一

寒河江 沖津　　博 大沼　　仁 0237‐77‐6086 0237‐77‐6081 sagaerc@blue.ocn.ne.jp 木 12:30～13:30 ホテルサンチェリー
大江 藤野　和男 春日　　茂 0237‐62‐4355 0237‐62‐2330 kiku@eos.ocn.ne.jp 火 12:30～13:30 割烹　きくや
河北 安孫子文亮 後藤　拓也 0237‐72‐2238 0237‐72‐2238 ikuko.hayashi@yachi‐hachiman.jp 月 12:30～13:30 紀の代寿司本店
寒河江さくらんぼ 後藤　正幸 新関　勝一 0237‐77‐6086 0237‐77‐6081 sakuranbo08@rid2800.jp 火 12:30～13:30 ホテルシンフォニー

西川月山 桜井　久夫 近松　和朗 0237‐74‐2391 0237‐74‐2076 transformers_k_519@yahoo.co.jp 水 12:30～13:30
（第 2・4週の水） 出羽屋

第
５
グ
ル
ー
プ

布
施　

富
將

山形 髙橋　　修 阿部　龍太 023‐632‐7777 023‐624‐5200 yamagata09@rid2800.jp 水 12:30～13:30
（第5週は18:00～） 山形グランドホテル

山形北 小野　和行 青山　　登 023‐632‐7777 023‐624‐5200 yamagata‐n09@rid2800.jp 木 12:30～13:30 山形グランドホテル
山辺 鈴木　　孝 安達　春彦 023‐664‐5043 023‐664‐5043 yamanoberotary@helen.ocn.ne.jp 火 12:30～13:30 山辺町商工会館内
山形南 中村　　篤 河井　直天 023‐632‐7777 023‐624‐5200 yamagata‐s09@rid2800.jp 火 12:30～13:30 ホテルキャッスル
中山 小松　幸弘 小松　　努 023‐662‐5373 023‐662‐2478 s.yosiaki@purple.plala.or.jp 月 12:15～13:15 ひまわり館

結
城　

和
生

山形西 東海林健登 武田　岳彦 023‐632‐7777 023‐624‐5200 yamagata‐w09@rid2800.jp 月 12:30～13:30 山形グランドホテル
上山 髙橋　義明 土屋　　講 023‐673‐5959 023‐673‐5959 kaminoyama08@rid2800.jp 水 12:30～13:30 仙渓園　月岡ホテル
山形東 浦山　善太 佐伯　和毅 023‐632‐7777 023‐624‐5200 yamagata‐e09@rid2800.jp 金 12:30～13:30 ホテルキャッスル

山形中央 長橋　正人 佐藤　　太 023‐632‐7777 023‐624‐5200 yamagata‐c09@rid2800.jp 火 12:30～13:30
（第5週は18:30～） ホテルメトロポリタン山形

山形イブニング 金田　史生 浦山　一豊 023‐632‐7777 023‐624‐5200 evening09@rid2800.jp 月 18:30～19:30 パレスグランデール

第
６
グ
ル
ー
プ

古
畑　

角
次

米沢 中村　　浩 安部　勇人 0238‐23‐8440 0238‐23‐8445 yonezawa08@rid2800.jp 木 12:30～13:30 ホテルモントビュー米沢

米沢上杉 木村　兼悟 加藤　淳一 0238‐23‐8440 0238‐23‐8445 sun.rc@topaz.ocn.ne.jp 火 12:30～13:30
（第4週は18:30～） 東京第一ホテル米沢

高畠 土屋　　衛 島崎　裕司 0238‐52‐5440 0238‐52‐5444 takahata08@rid2800.jp 木 12:30～13:30 旅館　エビスヤ

米沢中央 鈴木　丈教 遠藤　啓子 0238‐23‐8440 0238‐23‐8445 sun.rc@topaz.ocn.ne.jp 金 12:30～13:30
（第4週は18:30～）	 東京第一ホテル米沢

米沢おしょうしな 伊東　敏之 嶋貫　　茂 0238‐23‐8440 0238‐23‐8445 oshoshina08@rid2800.jp 月 12:20～13:20 ホテルモントビュー米沢

近
野　

永
順

長井 大道寺　信 村田　　剛 0238‐83‐2047 0238‐83‐2047 info@nagai‐rc.jp 火 12:15～13:15 タスパークホテル
南陽 網代　欽二 廣谷　啓一 0238‐47‐7808 0238‐47‐7808 nanyo08@rid2800.jp 水 12:30～13:30 いとや旅館
白鷹 向田　宏男 大村　安広 0238‐85‐2101 0238‐85‐5478 Shingetsu1023z@outlook.jp 木 12:30～13:30 割烹	志ん月
小国 高橋　恭史 穴沢　洋一 0238‐62‐2283 0238‐62‐5540 msuzuki7521@ara‐kawa.co.jp 水 12:30～13:30 白い森工房

南陽東 横山　　仁 安部　直樹 0238‐47‐7808 0238‐47‐7808 nanyo‐e08@rid2800.jp 火 12:30～13:30
（第3週は18:30～） 熊野大社證誠殿	（1F）

長井中央 黒澤　　栄 青木　浩二 0238‐84‐1387 0238‐88‐3799 info@hagien.co.jp 水 12:15～13:15 はぎ苑

南陽臨雲 四釜　裕二 菅野　直彦 0238‐50‐0262 0238‐50‐0262 tghpc648@yahoo.co.jp 月 12:15～13:15
（夜例会は19:15～） 食楽亭　旭屋
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地区資金予算

2021-2022年度　地区資金予算
収入の部 20‐21年度予算 21‐22年度予算 増減 備考

（A）収入の部

地区賦課金 26,350,000 25,840,000 ▲	 510,000 1 人 17,000 円 ×1,520 名
ガバナー連絡運営費 310,000 304,000 ▲	 6,000 1 人 200 円 ×1,520 名
ロ－タリ－文庫基金 465,000 456,000 ▲	 9,000 1 人 300 円 ×1,520 名
ＲＩＪＹＥＭ協力賦課金 310,000 304,000 ▲	 6,000 1 人 200 円 ×1,520 名
ガバナー活動費・配分予算 1,174,432 1,100,000 ▲	 74,432 ＲＩより
（Ａ）収入合計 28,609,432 28,004,000 ▲	 605,432

（B）スプリングキャンプ繰越金 300,000 0 ▲	 300,000
（C）総計（A+B） 28,909,432 28,004,000 ▲	 905,432
支出の部 20‐21年度予算 21‐22年度予算 増減 備考

（ア）地区活動費

Ａ　インタ－アクト 800,000 800,000 0
Ｂ　スポンサークラブ補助 200,000 280,000 80,000 30,000 円 ×8クラブ＋事務局費 40,000 円

①インタ－アクト（Ａ～Ｂ計） 1,000,000 1,080,000 80,000
Ａ　ローターアクト 900,000 900,000 0
Ｂ　提唱クラブ補助 120,000 180,000 60,000 30,000×6 クラブ

②ローターアクト（Ａ～Ｂ計） 1,020,000 1,080,000 60,000
Ａ　受入補助金 900,000 1,200,000 300,000 1 人 400,000 円 ×3名
Ｂ派遣補助金 200,000 0 ▲	 200,000
Ｃ　委員会費 500,000 500,000 0
Ｄ　ＲＯＴＥＸ 100,000 100,000 0
Ｅ　スプリングキャンプ 600,000 300,000 ▲	 300,000 今年度積立分

③青少年交換（Ａ～Ｅ計） 2,300,000 2,100,000 ▲	 200,000
④青少年育成費（ＲＹＬＡ等） 300,000 300,000 0
⑤賠償責任保険費 0 150,000 150,000 ＲＩＪＹＥＭ保険料
⑥広報活動費 100,000 100,000 0
⑦ガバナー活動費 1,174,432 1,100,000 ▲	 74,432
（ア）①～⑦計 5,894,432 5,910,000 15,568

（イ）地区大会資金 0 0 0

（ウ）ロ－タリ－
　連絡運営資金

①ガバナー連絡運営費 310,000 304,000 ▲	 6,000 1 人 200 円 ×1,520 名
②ロ－タリ－文庫基金 465,000 456,000 ▲	 9,000 1 人 300 円 ×1,520 名
③ＲＩＪＹＥＭ協力賦課金 310,000 304,000 ▲	 6,000 1 人 200 円 ×1,520 名
④平和奨学生支援金 23,250 22,800 ▲	 450 1 人 15円 ×1,520 名
（ウ）①～④計 1,108,250 1,086,800 ▲	 21,450

（エ）地区運営費

Ａ　ロ－タリ－研究費 750,000 750,000 0
Ｂ　諮問委員会費 300,000 300,000 0
Ｃ　全国ガバナー連絡費 250,000 250,000 0
Ｄ　2530 地区交流会議費 50,000 50,000 0
Ｅ　ＡＧクラブ訪問費 588,000 588,000 0 3,000 円 ×4回 ×49クラブ
Ｆ　地区委員会費 300,000 300,000 0

①会議費（Ａ～Ｆ計） 2,238,000 2,238,000 0
Ａ　クラブ奉仕委員会 200,000 100,000 ▲	 100,000
Ｂ　会員増強委員会 100,000 150,000 50,000
Ｃ　職業奉仕委員会 50,000 150,000 100,000
Ｄ　青少年奉仕委員会 250,000 350,000 100,000
Ｅ　社会奉仕委員会 50,000 50,000 0
Ｆ　国際奉仕委員会 50,000 50,000 0
Ｇ　米山・学友委員会 350,000 350,000 0
Ｈ　Ｒ財団委員会 300,000 200,000 ▲	 100,000
Ｉ　危機管理委員会 20,000 20,000 0
Ｊ　ロ－タリ－の友 40,000 10,000 ▲	 30,000
Ｋ　地区資金・会計 30,000 30,000 0

②地区委員会活動費（Ａ～Ｋ計） 1,440,000 1,460,000 20,000
③地区セミナー研修費 400,000 400,000 0

Ａ　ＩＭ 0 0 0
Ｂ　規定審議会旅行積立 150,000 150,000 0
Ｃ　クラブ拡大費 0 0 0
Ｄ　山形米山学友会 150,000 150,000 0

④補助費（Ａ～Ｄ計） 300,000 300,000 0
Ａ　直前ガバナー記念品 100,000 100,000 0
Ｂ　直前ガバナーバッジ 50,000 50,000 0
Ｃ　地区表彰費 500,000 500,000 0

⑤記念品（Ａ～Ｃ計） 650,000 650,000 0
⑥月信マンスリーレター 2,400,000 2,400,000 0
⑦国際大会代表議員補助費 150,000 150,000 0
（エ）①～⑦計 7,578,000 7,598,000 20,000

１）活動運営資金（ア～エ計） 14,580,682 14,594,800 14,118
２）地区事務所費 7,600,000 7,200,000 ▲	 400,000 Ｇ事務所・地区事務所統合
３）ガバナーエレクト地区資金 6,400,000 6,080,000 ▲	 320,000 4,000 円 ×1,520 名
４）予備費 328,750 129,200 ▲	 199,550
（D）総計（１～４計） 28,909,432 28,004,000 ▲	 905,432
収支差額（Ｃ－Ｄ） 0 0 0
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2021-2022年度　地区大会予算

2021-2022年度　ガバナーエレクト地区資金予算

2019‐20 決算 2020‐21 予算 2021‐22 予算 増減 摘要
期首会員数 1,567 人 1,550 人 1,520 人
新入会員数 56人 30人 30人

収
入
の
部

登録料（期首会員） 15,670,000 15,500,000 15,200,000 ▲	 300,000 1 人 10,000 円
登録料（新入会員） 448,000 240,000 240,000 1 人 8,000 円
登録料（地区外） 609,000 500,000 200,000 ▲	 300,000 他地区、姉妹クラブ等
ＲＩ会長代理晩餐会登録料 1,260,000 900,000 900,000 10,000 円 ×90名
宿泊料 45,000 0 0
表彰負担金 712,000 700,000 700,000
地区表彰繰入金 500,000 500,000 500,000 地区資金より
雑収入その他収益 215,000 50,000 50,000 お祝い金等
合計 19,459,000 18,390,000 17,790,000 ▲	 600,000

支
出
の
部

記念事業費 1,101,540 500,000 1,000,000 500,000
表彰費 904,609 1,200,000 1,000,000 ▲	 200,000 各表彰
記念品費 333,574 300,000 300,000 ＲＩ会長代理
宿泊費 437,900 500,000 500,000 ＲＩ会長代理・地区役員
印刷製本費 620,920 500,000 500,000 大会資料・案内・プログラム
大会記録費 683,014 400,000 500,000 100,000 写真等
会議費 878,606 400,000 500,000 100,000 実行委員会担当者会議
事務経費 623,641 1,400,000 600,000 ▲	 800,000 事務用品・通信費
諸経費（人件費含） 1,299,500 1,700,000 1,300,000 ▲	 400,000
送迎費 212,050 400,000 300,000 ▲	 100,000
ＲＩ会長代理昼食等 0 150,000 150,000
ＲＩ会長代理晩餐会費 2,077,341 1,600,000 1,300,000 ▲	 300,000
広告費 100,000 150,000 150,000
会場費 1,840,235 2,200,000 2,500,000 300,000 会場使用料・看板等
講演料 300,660 300,000 200,000 ▲	 100,000
大会昼食費 963,650 700,000 800,000 100,000
懇親会費 5,286,920 4,800,000 4,800,000
アトラクション 470,000 400,000 200,000 ▲	 200,000
エクスカーション 227,480 150,000 150,000
Ｇ他地区大会出席 500,000 500,000 500,000
次年度ガバナ－賞表彰費 500,000 500,000 500,000
予備費 0 140,000 40,000 ▲	 100,000
合計 19,361,640 18,390,000 17,790,000 ▲	 600,000

差引残高 97,360 0 0

地区大会予算・ガバナーエレクト地区資金予算

＜収入の部＞ （単位：円）
項目 2020‐21 予算 2021‐22 予算 増減 備考

地区賦課金（ガバナー地区資金より） 6,400,000 6,080,000 ▲	 320,000 4,000 円 *1,520 人
総計 6,400,000 6,080,000 ▲	 320,000

＜支出の部＞
項目 2020‐21 予算 2021‐22 予算 増減 備考

（ア）
地区運営費

１．会議費
Ａ．地区チーム研修費 2,100,000 1,875,000 ▲	 225,000
地区チーム研修セミナー 700,000 595,000 ▲	 105,000
会長エレクト研修会（ＰＥＴＳ） 900,000 780,000 ▲	 120,000
地区研修・協議会 500,000 500,000 0
Ｂ．国際協議会歓送会 400,000 360,000 ▲	 40,000
Ｃ．事務担当者研修会 100,000 0 ▲	 100,000

Ａ～Ｃ小計 2,600,000 2,235,000 ▲	 365,000
２．ＧＥ国際協議会参加補助費 1,000,000 1,000,000 0
３．ガバナーエレクト事務局開設費 0 0 0

（ア）合計 3,600,000 3,235,000 ▲	 365,000
ガバナーエレクト事務局運営費 2,600,000 2,700,000 100,000
予備費 200,000 145,000 ▲	 55,000
総　計 6,400,000 6,080,000 ▲	 320,000
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2021-2022年度　送金カレンダー
送金項目 金　額 締切日 送金先 報告先

①
Ｒ
Ｉ
関
係

クラブ請求書
（ＲＩ人頭分担金）

上期　人頭分担金
（＄36×レート）×7／ 1現在の会員数
※うち 1ドルは規定審議会負担金 2021年 7月

クラブ請求書
受領次第

三井住友銀行新宿通支店
普通預金　No.6733244
国際ロータリー日本事務局

ＲＩ日本事務局

比例人頭分担金
2021年 1月 2日～ 6月 1日迄の新会員
（＄34.5÷6）×在籍月数 ×レート
下期　人頭分担金
（＄35×レート）×1／ 1現在の会員数 2022年 1月

クラブ請求書
受領次第

比例人頭分担金
2021年 7月 2日～ 12月 1日迄の新会員
（＄35÷6）×在籍月数 ×レート

ＲＩ公式機関雑誌
ザ・ロータリアン

上期
（＄12×レート）×購買者数 クラブ請求書

にて請求
された時下期

（＄12×レート）×購買者数

ＲＩ文献の申込 各クラブで常備する所定の
注文用紙により金額算定 随時

三井住友銀行新宿通支店
国際ロータリー日本事務局
普通預金　No.6733244

ロータリー財団

年次基金
（＄50×レート）×7／ 1会員数

2021 年
11月末日 三井住友銀行赤羽支店

普通預金　No.3978101
公益財団法人ロータリー
日本財団

年次基金（新会員）
（＄10×レート）×新会員数 随時

ポリオプラス
（＄10×レート）×会員数 随時

②
そ
の
他

米山記念奨学会
への寄付

普通寄付金（上期）
2,500 円 ×7／ 1会員数

2021 年
7月末日 三井住友銀行京橋支店

公益財団法人ロータリー
米山記念奨学会
普通預金　No.0920373

ロータリー
米山記念奨学会

普通寄付金（下期）
2,500 円 ×1／ 1会員数

2022 年
1月末日

特別寄付金
一口　1,000 円以上 随時

ロータリーの友

半期
（1,320 円／送料込）×購買部数
新会員（月額）
（220円／送料込）

請求書を
受領次第

三井住友銀行浜松町支店
普通預金　No.7450015
一般社団法人ロータリーの
友事務所

ロータリーの友
事務所

③
地
区
資
金
関
係

地区資金

地区賦課金（上期）　10,350 円
（地区賦課金 10,000 円＋ガバナー連絡運営費 100円 +
ロータリー文庫基金 150円＋ RIJYEM協力金 100円）
×7／ 1現在の会員数

2021年
7月末日

山形銀行　東根支店
普通預金　No.939943
国際ロータリー第 2800地区
2021‐2022 地区賦課金
資金委員長　鈴木勲

ＲＩ第 2800地区
地区事務局

地区賦課金（上期）新会員
5,000 円 ×（７／２～９／ 30）新会員数

2021年
10月末日

地区賦課金（下期）　7,350 円
（地区賦課金 7,000 円ガバナー連絡運営費 100円 +
ロータリー文庫基金 150円＋ RIJYEM協力金 100円）
×１／１現在の会員数

2022年
1月末日

地区賦課金（下期）新会員
3,500 円 ×（１／２～３／ 31）新会員数

2022年
4月末日

特別会計 地区災害等救援特別基金
1,000 円 ×７／１現在の会員数

2021年
7月末日

山形銀行　東根支店
普通預金　No.943177
国際ロータリー第 2800地区
2021‐2022 地区災害等救援
特別基金
資金委員長　鈴木勲

地区大会
登録料

10,000 円 ×７／１現在の会員数 2021年
7月末日

山形銀行　東根支店
普通預金　No.939927
国際ロータリー第 2800地区
2021‐2022 地区大会登録料
資金委員長　鈴木勲

8,000 円 ×（７／２～９／ 30）新会員数 2021年
10月 5日

送金カレンダー
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ガバナー公式訪問日程表

ガバナー公式訪問について
１．公式訪問時間帯および内容
１）会長・幹事会
クラブ例会開始 1時間半前より、1時間程度
各クラブの希望によっては、会長エレクト、副幹事、
理事の皆様方も参加可
希望のクラブは、事前に地区事務局に報告、確認くだ
さい。
（例会が 12 時 30 分の場合、会長・幹事会は 11 時か
ら 12時まで）

２）例会訪問
昼食は例会時にご一緒させて頂きます。
ガバナー卓話は 30 分、ガバナー補佐挨拶・卓話は 5
分程度とします。

３）クラブ協議会
公式訪問２週間前頃、ガバナー補佐が担当し行います。
クラブ協議会での報告をガバナー補佐より頂き、公式
訪問にお伺いします。
詳細日程は、担当ガバナー補佐が調整します。

２．年次計画書の提出
公式訪問日の 2週間前までに、ガバナー補佐と地区事務
局へご提出ください。
クラブによっては年次計画書・報告書が間に合わない
ケースも考えられます。
その場合は、計画書の部分（コピー）でも結構ですので
ご提出ください。

３．ガバナー補佐の同行について
公式訪問に同行させて頂きます。会長・幹事会から例会
終了時まで参加させて頂きます。

４．地区スタッフの同行ついて
地区スタッフが同行する場合は、メークアップ扱いで例
会に出席させて頂きます。
同行人数につきましては、事前に地区事務局より各クラ
ブへご連絡いたします。

５．ガバナーの移動と宿泊について
ガバナーの移動と宿泊については、地区スタッフが同行
して行います。宿泊予約、宿泊料につきましては地区事
務局で手配及び負担します。

６．県市町村長・マスコミへの表敬訪問
地域でのロータリー活動を理解頂くために、首長への表
敬訪問を行いたいと考えています。
日程調整はガバナー補佐にお願い致します。

７．ガバナー公式訪問時におけるクラブ歓迎・懇談会はご
遠慮申し上げます。
ただし、グループにて予定されている場合は、ガバナー
補佐に日程の調整をお願い致します。地区事務局と打ち
合わせの上お願い申し上げます。

ガバナー公式訪問日程表・ガバナー公式訪問について

クラブ名 訪問日 曜日 時間 クラブ名 訪問日 曜日 時間

第
１
グ
ル
ー
プ

酒田 9月 1日 水 12:30 第
５
グ
ル
ー
プ（
Ａ
）

山形 7月 28日 水 12:30
酒田東 8月 19日 木 12:00 山形北 10月 21日 木 12:30
酒田中央 10月 22日 金 12:15 山辺 11月 9日 火 12:30
酒田スワン 9月 28日 火 12:30 山形南 8月 17日 火 12:30
酒田湊 10月 4日 月 12:30 中山 9月 6日 月 12:15

第
２
グ
ル
ー
プ

鶴岡 8月 24日 火 12:30 第
５
グ
ル
ー
プ（
Ｂ
）

山形西 8月 23日 月 12:30
鶴岡西 8月 30日 月 12:30 上山 10月 27日 水 12:30
余目 10月 5日 火 12:00 山形東 8月 6日 金 12:30
鶴岡東 9月 15日 水 12:30 山形中央 10月 26日 火 12:30
鶴岡南 8月 20日 金 12:30 山形イブニング 9月 27日 月 18:30

第
３
グ
ル
ー
プ
（
Ａ
）

天童 9月 3日 金 12:30 第
６
グ
ル
ー
プ（
Ａ
）

米沢 11月 4日 木 12:30
東根 11月 18日 木 12:30 米沢上杉 9月 21日 火 12:30
天童東 9月 29日 水 12:30 高畠 9月 9日 木 12:30
天童西 7月 26日 月 12:30 米沢中央 7月 16日 金 12:30
東根中央 11月 15日 月 12:30 米沢おしょうしな 11月 8日 月 12:20

第
３
グ
ル
ー
プ
（
Ｂ
）

村山 8月 3日 火 12:30
第
６
グ
ル
ー
プ
（
Ｂ
）

長井 7月 27日 火 12:15
新庄 9月 2日 木 12:00 南陽 9月 8日 水 12:30
尾花沢 10月 7日 木 12:30 白鷹 8月 26日 木 12:30
最上 9月 7日 火 12:30 小国 8月 25日 水 12:30
尾花沢中央 9月 22日 水 12:30 南陽東 8月 31日 火 12:30
村山ローズ 7月 21日 水 12:30 長井中央 11月 10日 水 12:15
新庄あじさい 10月 6日 水 12:30 南陽臨雲 8月 2日 月 12:15

第
４
グ
ル
ー
プ

寒河江 10月 28日 木 12:30 （2021.7.1 現在）
大江 9月 14日 火 12:30
河北 9月 13日 月 12:30
寒河江さくらんぼ 7月 20日 火 12:30
西川月山 8月 18日 水 12:30
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コーディネーターニュース

2019-22 年度第一地域 RCの菅原裕典です。
いよいよ 2021-22 年度がスタートしました。各地区ガバナーの皆さん、クラブ会長はじめロータリアンの皆さん、今年もよろしく
お願いします。
昨年 1年間は、ご承知の通り世界が「COVID-19」一色に染められたと言っても過言ではありませんが、様々な制約下にあっても、ロー
タリアンはクラブの運営と活動に最大限の取り組みをして、素晴らしい結果をもたらし、日本のロータリー 100 周年に相応しい年
度だったと考えております。
さて、そうした中で今後更なる発展をしていくにあたっては、皆さんの地区、クラブの戦略計画は十分でしょうか？計画について
はガバナー、そしてクラブの会長が中心になり、それぞれの地区や地域に相応しい内容になっているものと拝察します。次は計画
を如何に実行するかが肝要になりますが、取り組みには修正も必要です。その為には内部の方から定期的に意見を聞き、実行と同
時に間断なく状況確認を行うことが大切です。また、外部の力を必要とするときには是非、我々地域コーディネーターをフルに活
用してください。特に、戦略計画・会員増強についてはロータリーコーディネーター（RC）が数多くのアドバイスができるものと
確信しています。とりわけ、今年度のシェカール・メータ RI 会長は、会員増強にとても積極的な姿勢です。我々も目標の数値を達
成し、未来のロータリーに継続していきたいと強く願っています。
先日、ローターアクターの方とお話する機会がありました。私がロータアクトの会員の女性と男性の比率はと尋ねたところ、おひ
とりの方のクラブは 5対 5、もうお一人の方のクラブは 6対 4だとの事でした。「何故、ローターアクターは女性会員の比率が高い
のですか？」とお聞きしましたら、「女性はボランティアをしたくて入会しており、男性は多くの友人を作り、交流をしたくて入会
している」という返答でした。もちろん、男女共通の目的もあるでしょうし、多様性もあるかとは思います。しかし、この差異は
ある意味核心を突いているかもしれません。例えばこのような視点やヒントが身近に数多くあるのにもかかわらず、そこに着目せず、
結果、現状認識が不十分だという状況なのかもしれません。
また、ローターアクターの方々とロータリアンには若干の距離感が存在している場合があります。ロータリークラブでも今一度視
点を変えて考えなければいけないこともあるかもしれません。時代の変化で価値観も変わりますし、地域の特性もあれば、会員構
成の内容も異なります。今一度、現状認識を重視し、その年度や地域に相応しい地区・クラブ運営をしていこうではありませんか。
私たちRCは、第一地域・第二地域・第三地域の各地域にRC1名・ARC3名の 4名体制で地域のお手伝いをさせていただきます。是非、
直接ご連絡を頂き、協力をさせていただければ幸いに存じます。

第一地域RC菅原裕典・ARC田中久夫・ARC福井敬悟・ARC石黒秀司
第二地域RC水野功・ARC神野重行・ARC松坂順一・ARC関邦則
第三地域RC滝澤功治・ARC中川基成・ARC庄司尚史・ARC安増惇夫

 第１地域　ロータリーコーディネーター　菅原　裕典（仙台泉 RC）

ロータリーのロゴの正しい使用方法を学んで下さい。
　皆さんはロータリーのロゴという言葉を聞かれて、どのようなロゴを想像しますか？ブルーの文字で Rotary と書いて有り、隣に
誇りのシンボルと呼んでいる歯車が黄色で描かれているロゴが頭に浮かんで来るでしょうか？
　強固なブランドを築くには、一貫したビジュアルアイデンティティが欠かせません。これは私達がロータリーのロゴを正しく使
うことによって実現されます。統一感のあるブランドを世の中の人々に示し、ロータリーとローターアクトに対する人びとの認識
と理解を高めるようにして下さい。ロゴの使い方の詳細は、My�ROTARYにログインして、〈ニュース＆メディア〉を選び、〈ブラ
ンドリソースセンター〉をご覧になることをお勧めします。ロゴの使い方はデザイナー、印刷屋さんなどロータリアン以外の人々
にも解るように、ブランドリソースセンターへのアクセスは、brandcenter.rotary.org/ja-JP�からも行えます。
　先ず、ロゴはデザインであり一つの塊として使うものであると理解して頂くようお願いします。フォント、色使い、配置なども
細かく規定されています。これらの取り扱いについてはデザイナー、印刷屋さんが良くご存知です。自分達でロゴを分解して使う
ことは厳禁です。時々、歯車のマークを分解したり、歯車の中心に番号を入れたりして使っているのを見かけます。これらは、やっ
てはいけないことです。7月から新年度が始まります。慣れない委員の方々が良かれと思って、歯車の中にクラブ名や地区番号な
どを入れて使う事が有ります。注意してチェックをお願いします。
　また、RIはクラブ、地区、ゾーンがロータリー公式ロゴを単体で使用することは認めていません。この事は多くの方が忘れています。
クラブ、地区、ゾーンでロータリーのロゴを使用する場合、ロータリー公式ロゴにクラブ名または地区番号、ゾーン番号を必ず入
れるようにお願いします。複数の地区やゾーンの番号を入れることもできます。公式ロゴの上または下に、クラブ名、地区番号、ゾー
ン番号以外の言葉を入れることはできません。クラブ用、地区用、ゾーン用のロゴは、ブランドリソースセンターにあるテンプレー
トを使って作成できることを覚えておくと便利です。
　協力団体、スポンサー、イベントとロゴを一緒に使いたい場合には組み合わせロゴが使用できます。組み合わせロゴを使う場合
の規則もブランドリソースセンターで説明しています。
　RLI（ロータリー・リーダシップ・インスティテュート）は、ロゴの中心に歯車のマークを入れていました。皆様方の中にも、
RLI の全課程を履修して終了の証としてロゴバッチを贈られた方がおられると思います。RLI も RI から勧告を受けて、ロゴの中心
を地球のマークに変更しています。
　また、米山記念奨学会も、RI の規程に則りロゴの見直しを実施しています。
　皆様方におかれても、新年度のスタートに当たり、地区やクラブで使われていたロゴの見直しをされることをお勧めします。

 第１地域　ロータリー公共イメージコーディネーター　井原　實（さいたま新都心 RC）

2021年7月号 No.1
発⾏︓Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーターRegion 1 & 2 & 3

2019‐22年度第一地域RCの菅原裕典です。

いよいよ2021‐22年度がスタートしました。各地区ガバナーの皆さん、クラブ会長はじめロータリアンの皆さん、今年もよろしく
お願いします。

昨年1年間は、ご承知の通り世界が「COVID-19」一色に染められたと言っても過言ではありませんが、様々な制約下にあっ
ても、ロータリアンはクラブの運営と活動に最大限の取り組みをして、素晴らしい結果をもたらし、日本のロータリー100周年
に相応しい年度だったと考えております。

さて、そうした中で今後更なる発展をしていくにあたっては、皆さんの地区、クラブの戦略計画は十分でしょうか？計画につ
いてはガバナー、そしてクラブの会長が中心になり、それぞれの地区や地域に相応しい内容になっているものと拝察します。
次は計画を如何に実行するかが肝要になりますが、取り組みには修正も必要です。その為には内部の方から定期的に意見
を聞き、実行と同時に間断なく状況確認を行うことが大切です。また、外部の力を必要とするときには是非、我々地域コー
ディネーターをフルに活用してください。特に、戦略計画・会員増強についてはロータリーコーディネーター（RC）が数多くの
アドバイスができるものと確信しています。とりわけ、今年度のシェカール・メータRI会長は、会員増強にとても積極的な姿勢
です。我々も目標の数値を達成し、未来のロータリーに継続していきたいと強く願っています。

先日、ローターアクターの方とお話する機会がありました。私がロータアクトの会員の女性と男性の比率はと尋ねたところ、お
ひとりの方のクラブは5対5、もうお一人の方のクラブは6対4だとの事でした。「何故、ローターアクターは女性会員の比率が
高いのですか？」とお聞きしましたら、「女性はボランティアをしたくて入会しており、男性は多くの友人を作り、交流をしたく
て入会している」という返答でした。もちろん、男女共通の目的もあるでしょうし、多様性もあるかとは思います。しかし、この差
異はある意味核心を突いているかもしれません。例えばこのような視点やヒントが身近に数多くあるのにもかかわらず、そこ
に着目せず、結果、現状認識が不十分だという状況なのかもしれません。

また、ローターアクターの方々とロータリアンには若干の距離感が存在している場合があります。ロータリークラブでも今一度
視点を変えて考えなければいけないこともあるかもしれません。時代の変化で価値観も変わりますし、地域の特性もあれば、
会員構成の内容も異なります。今一度、現状認識を重視し、その年度や地域に相応しい地区・クラブ運営をしていこうでは
ありませんか。

私たちRCは、第一地域・第二地域・第三地域の各地域にRC1名・ARC3名の4名体制で地域のお手伝いをさせていただきま
す。是非、直接ご連絡を頂き、協力をさせていただければ幸いに存じます。

第一地域RC菅原裕典・ARC田中久夫・ARC福井敬悟・ARC石黒秀司

第二地域RC水野功・ARC神野重行・ARC松坂順一・ARC関邦則

第三地域RC滝澤功治・ARC中川基成・ARC庄司尚史・ARC安増惇夫

第第１１地地域域 ロローータタリリーーココーーデディィネネーータターー 菅菅原原 裕裕典典（（仙仙台台泉泉RRCC））
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Schedule of July 2021

Rotary International District 2800　2021-2022

国際ロータリー第2800地区　2021-2022年度
ガバナー　矢口　信哉　　地区幹事　齋藤　賢一 　　地区資金委員長　鈴木　勲
RI会長　シェカール・メータ　　RI理事　辰野　克彦

日 曜日 主な行事

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

7/ 木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

ガバナー会議①　ガバナー・元・次期ガバナー懇談会

米山奨学・学友セミナー
全国青少年交換委員長・危機管理委員長 合同会議

Ｇ公式訪問（米沢中央）
青少年交換委員会①

Ｇ公式訪問（寒河江さくらんぼ）
Ｇ公式訪問（村山ローズ）
（海の日）
（スポーツの日）

ローターアクト会長幹事会①
Ｇ公式訪問（天童西）
Ｇ公式訪問（長井）
Ｇ公式訪問（山形）
インターアクト連絡協議会①
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ガバナー月信

7月の地区スケジュール

会員増強月間（2800地区独自）

国際ロータリー第2800地区　地区事務局
〒994-0027　山形県天童市桜町2-20
TEL 023-687-0208　FAX 023-687-0209　E-mail：office@rid2800.org
http://www.rid2800.jp/

・ガバナーエレクト地区資金予算
・送金カレンダー
・公式訪問日程表
・公式訪問について
・コーディネーターニュース
・スケジュール
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